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研究成果の概要（和文）：　研究成果は、「防衛省・自衛隊による能力構築支援の課題―『パシフィック・パー
トナーシップ』における米軍の経験から学ぶ」『国際協力論集 第24巻第1号』神戸大学大学院国際協力研究科、
2016.に取りまとめた。また、英語論文は2017年後半に出版予定である。
　2016年9月、英国外務省のシンクタンクであるウィルトン・パークの会合"Protecting Asia's rules based 
order: conflict prevention and capacity building in Asia-Pacific"に招かれ、欧州および米国の専門家
と、東南アジアへの防衛協力につき協議した。

研究成果の概要（英文）：　The outcome of this research projects is going to be published in an 
academic article, "Aid or Defence Cooperation?: Japan’s Defence Cooperation through the 
Capacity-Building Assistance and Other Initiatives in the Asia-Pacific Region,"  which was already 
presented in an international conference in 2016 and will be published in peer-reviewed journal on 
2017.
  The team leader also participated discussion in Wilton Park Dialogue, "Protecting Asia's rules 
based order: conflict prevention and capacity building in Asia-Pacific" in UK in September 2016.

研究分野：地域研究（東南アジア）
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１．研究開始当初の背景 
 中国の急速な軍事・経済力の台頭を背景に、
東南アジア諸国の国防能力の課題が浮き彫
りとなるなか、米国は、2011 年のオバマ大
統領及びクリントン国務長官の東南アジア
諸国訪問を機に、アジア太平洋地域への戦略
的要衝（Strategic Pivot）を発表した。それ
以降米国は東南アジア諸国の同盟国および
友好国との軍事的関係の強化を目指すとと
もに、アジア太平洋地域の安定のためには各
国の国防・法執行能力を向上させることが重
要であるとして、能力構築（以下、キャパシ
ティ・ビルディング）支援を強化するとして
きた。同支援の内容は多岐にわたるが、特に、
海上安全保障、防衛医学、国際平和協力
（PKO）、テロ対策、人道支援・災害救援
（HA/DR）などを含む非伝統的安全保障分野
における技術協力に重点が置かれているこ
とが大きな特徴である。 
こうした動きは日米関係にも反映されて
いる。2013 年 10 月に日本で開催された日
米安全保障協議委員会（2 プラス 2）では、
キャパシティ・ビルディングや海洋安全保障、
HA/DR における日米協力および多国間協力
の方向性が合意された。非伝統的安全保障分
野における多国間協力は、自然災害の多発す
る東南アジアにおいては、米国との関係だけ
でなく近年注目を集めており、拡大 ASEAN 
国防相会議（ADMM プラス）や ARF 災害 
救援実動演習（ARF-DiREx）などの多国間
の枠組みを通じた HA/DR や防衛医学など
の分野で知見の共有が活発に行われるよう
になってきている。また、日本の安全保障研
究においても、『国際安全保障 2013 年第 41 
巻第 2 号』において「大規模災害と軍事組織」
が特集されるなど、東日本大震災を契機とし
て同分野への軍事組織の役割や国際協力に
関する議論が高まっていた。 
 
２．研究の目的 
 本研究は、人道支援・災害救援などの非伝
統的安全保障分野における二国間・多国間で
の防衛協力が東南アジア各国の文民統制及
び民主的管理(democratic control)に及ぼす
影響についての理論的考察および実証研究
である。米国のアジア太平洋地域への軸足の
移動に伴う東南アジアへの防衛協力は近年
大きな注目を集めているが、そうした協力は、
歴史的に強大な政治力を有してきた東南ア
ジアの軍組織の文民統制及び民主的な管理
能力の強化に寄与しているのだろうか。 
本研究は、米国のいわゆる「キャパシティ・
ビルディング」と呼ばれる東南アジア諸国へ
の防衛協力の内容と効果を評価し、日米同盟
を基軸とした安全保障政策の研究と東南ア
ジアの政軍関係に関する研究を結びつける
試みを通じて、アジア太平洋の安全保障に新
たな知見を提供することを目指す。さらに、
アジア太平洋の地域の安定に重要な役割を
占める東南アジア諸国への今後の望ましい

協力のあり方について提言を行う。 
  
３．研究の方法 
  タイ、フィリピンにて現地調査を実施し、
各国の国防省や防衛研究所、軍事に詳しいメ
ディア、知識人などから、日米からの防衛協
力に対する期待につき情報収集を行った。同
時に、両国の米軍顧問団、両国で軍事訓練を
実施中の米軍関係者にも聞き取りを実施し
た。また、日本に駐在する東南アジアの防衛
駐在官、大使館政務部、日本の防衛省・外務
省にもインタビューを実施し、現地調査で得
られなかった情報を補完した。  
 
４．研究成果 
  研究成果は、木場紗綾、安富淳「防衛省・
自衛隊による能力構築支援の課題―『パシフ
ィック・パートナーシップ』における米軍の
経験から学ぶ」『国際協力論集 第 24 巻第 1
号』神戸大学大学院国際協力研究科、pp. 
103-123. 2016.に取りまとめた。また、英語
でも論文を執筆し、2017 年後半に出版予定で
ある。 
 研究代表者の木場は 2016 年 5 月、韓国ソ
ガン大学の招聘により、国際会議"Exploring 
the ‘Beyond Aid’ Agenda through Southeast 
Asia ’ s Rapidly Changing Development 
Landscape"に招聘を受け、"Aid or Defence 
Cooperation?: Japan’s Defence Cooperation 
through the Capacity-Building Assistance 
and Other Initiatives in the Asia-Pacific 
Region"というテーマで本研究の成果を報告
した。 
 研究代表者の木場は 2016 年 9 月、英国外
務省のシンクタンクであるウィルトン・パー
クの会合"Protecting Asia's rules based 
order: conflict prevention and capacity 
building in Asia-Pacific"に招かれ、欧州
および米国の専門家と、東南アジアへの防衛
協力のありうべきかたちと各国協力につい
て協議した。また、研究代表者の木場と研究
分担者の安富は 2017 年 3 月にはコンラッ
ド・アデナワー財団がベルリンにて開催した
シンポジウム、"Restless Rivals: Trump, 
China and the implications for Japan and 
East Asia"にも出席し、欧州の専門家らと、
東南アジアへの関与政策に関する意見交換
を行った。 
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